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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月4日(2008.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自己抗原に対する寛容を回復させるか又は誘発する医薬組成物であって、
（a）抗CD3抗体及び
（b）前記自己抗原、
を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項２】
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　対象者における自己抗原に対する免疫応答を阻害又は予防する医薬組成物であって、
（a）抗CD3抗体及び
（b）前記自己抗原、
を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項３】
　I型糖尿病（T1D）を治療する医薬組成物であって、
（a）抗CD3抗体及び
（b）自己抗原、
を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項４】
（a）抗CD3抗体、
（b）自己抗原、及び
（c）前記抗CD3抗体及び自己抗原の同時投与のための指示、
を含むことを特徴とするキット。
【請求項５】
前記指示が、投与スケジュール並びに前記抗CD3抗体及び自己抗原の投与量を含む、請求
項４に記載のキット。
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